
2024年度自己評価結果表

　本園ではこのたび、2024年度の幼稚園学校評価として、保護者評価・教職員自己評価を実施しました。

　教職員一人ひとりが自らの教育活動や園運営の状況を振り返ることで、自身や園全体を見つめ直す

良い機会になったのではないかと思います。

　この評価結果を深く受け止め、さらなる教育活動の充実、教育環境の整備、教職員の資質の向上に

つとめてまいります。

評価項目　 保護者 教員 取り組み状況

幼稚園の教育要領の精神を踏まえ、自園 本園の教育方針を全教職員が理解し、

の教育方針・教育理念に基づく幼児教育 それを現実の保育に沿わせるように、

をしている。 具体的な場面について話し合う。

個々の園児を担任だけでなく、全教職員で 全教員で日々の子どもの姿について

見守り育て、常に情報交換を行いながら、 話し合う機会を毎日職員間で持つように

担任は個々の園児の課題に対し、 しており、自由に意見交換ができる環境を

適切な助言や指導を与え、信頼関係を築くよう 作っている。

接している。

絵本などのさらなる充実、園の道具・用具・ 園の各教室、施設、遊具などの「安全点

教材などの整理整頓、および遊具、教室の 検」を、各教職員が分担する形で毎月行い

環境の点検をしっかりとおこなうとともに、不 不具合の箇所の修理および衛生面での

審者等に対する安全管理体制を充実させ 管理を徹底している。

ている。

学年で花を植え、お芋堀りに出かけた。 季節感を味わえるよう、給食の内容を工夫

給食については、業者と連絡をとりながら、 している。また、子どもたちが楽しい、美味しい

みんなで食べるおいしさが感じられる幅広い と思うよう、常に教員が園児に寄り添いなが

食育活動を実践できた。 ら楽しく昼食を取るよう工夫している。

園は個人情報の保護に十分配慮しながら、 園から発信する画像、文書については個

インスタグラムやＬＩＮＥにより子ども達の様子を 人情報の保護が図られなければならない。

わかりやすく発信し、園や学年などの様子に 保護者に学年やクラスの様子および園の

ついても、「幼稚園だより」や「学年通信」 行事を知らせることは保護者への情報提供

を通じてわかりやすく伝えられている。 という意味で重要である。
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その日の子どもの様子など、降園後の電話 保護者にとって子どもが1日園で、どのような

などで必要に応じて保護者に連絡がある。 生活を送っているかは心配なものである。

保護者からの質問・相談に丁寧に対応し、 教員は保護者との信頼関係を築くよう努力

子どものケガなどが発生した場合には、 すると共に、何かあれば直接保護者と連絡

丁寧に状況が報告されている。 を取り常に和やかな関係を構築するよう努め

ると共に、時期を逸することなく早めに対応

する。

園の各行事は保護者が参加しやすいように 園の行事としては、参観、親子遠足、お泊

工夫している。 り保育、運動会、お遊戯会、音楽会などが

ある。

保護者が参加しやすい内容に検討する。

【評価の基準】

　Ａ　十分達成できている

　Ｂ　達成されている

　Ｃ　取り組まれているが成果が十分でない

　Ｄ　取り組みが不十分である

　※評価欄の記号（アルファベット）は、アンケートの評価を集約した結果、肯定的な評価が75%以上をA、

　　 50%以上75%までをB、25%以上50%までをC、25%未満をDとして表記しています。
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している。また、子どもたちが楽しい、美味しい


